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宮城スキット

甲子園２００９    

堂々 ２位！ 
 

期日：平成 21 年８月１８日（火） 

会場：仙台市戦災復興記念館 

主催：東北外国語専門学校 

共催：宮城県教育委員会 

後援：仙台市教育委員会、山形県教育委員会 

福島県教育委員会、岩手県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

  ◆戦災復興記念館に入ると、県大会の時とは違

い、3 人ともガチガチ緊張してしまいました。

「逃げ出したい！」というメンバーも・・・。 

◆応援そして来年のためにコミの 1 年生、3 年

生が来てくれています。演劇のアドバイスをし

てくださった青木前校長先生、発音指導をして

くれたシェリー先生、原町からは応援に教子先

生が駆けつけてくれました。みんなが期待して

います。さあ、本番！ 

 

Change We Need 
 

◆県大会より「英語」・「演技のキレ」ずっと良

くなっていました！やりきった満足感！この興

奮があるから、「舞台に一度立つと止められなく

なる」と言うのですね。（笑） 

【中学校部門】 

１位 聖ウルスラ学院英智中学校 

２位 宮城県富谷町立日吉台中学校 

３位 宮城県白石市立東中学校 

ユーモア賞 福島県会津若松市立第二中学校 

セットデザイン賞 宮城県栗原市立高清水中学校 

クリエイティビティ賞 宮城県栗原市立鶯沢中学校 

【高等学校部門】 

１位 桜の聖母学院高等学校 

２位 福島県立富岡高等学校 

３位 宮城県飯野川高等学校十三浜校 

ユーモア賞 岩手県立軽米高等学校 

セットデザイン賞 宮城県小牛田農林高等学校 

クリエイティビティ賞 宮城県塩竃高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆詩織さんは表情豊かに元気で賢い妹を演じき

りました。知実さんはボーイフレンドのことし

か考えてない今時の女の子を熱演しました。優

美さんはクールなオバマ大統領とかわいいシェ

フを演じ分け、しかも最後大爆発！！！（笑）

ス ト ッ プ モ ー シ ョ ン も 無 事 決 ま り ま し

た！！！・・・・・3 分間、富高コミの暑い夏

が終わりました。 

 

◆「2 位福島県立富岡高等学校！」 

       「キャー！！！」拍手拍手拍手 

「１位桜の聖母・・・」それを聞いて私はちょ

っとムッとなってしまったのですが、生徒達は

真っ先に前列にいる聖母の生徒さんたちに笑顔

で大きな拍手を送っていました。私は自分が恥

ずかしくなり、「なんと立派な生徒達なんだろ

う！こんな良い生徒達と一緒に過ごすことがで

きて本当に幸せだ！」と思いました。 

 

◆今年の 3年コミは不思議な力をもつ 6人です。 

バラバラなようで団結したときはパワフル！遊

び心があり、やるときはヤル集団です。何度も

驚かされました。このスキットもそうです。 

◆この栄冠は、新生富岡高校国際コミュニケー

ションコースに関わったすべての生徒・職員の

ものだと感じています。だからとても嬉しいの

です。そしてこれに続く現在の、未来のコミの

生徒にとっても栄冠であることを願います。 

(加藤) 

平成１８年 出場なし 

 

平成 19 年 県大会出場  

The Love Triangle 

 橋本裕介・磯辺真由子・園部澪 

 

平成 20 年 県大会出場 第 6 位 

A New Vocalist 

小山和樹・園部澪・常法寺梨花子 

 

平成２１年 県大会優勝・宮城大会２位 

Change We Need 

 吉田優美・林崎知実・矢野詩織 

 

 

 

 

 

スキットで私が学んだもの 

３年 林崎知実 

 

歴史も短くて小さな富高コミに私達で何かを

残したい、大好きな学校のためにも自分たちで

歴史を作っていきたいと思ったから頑張ること

ができました。 

スキットをゼロから考えるのは大変でした。

始めは原稿が書けなくて不安でした。何度も何

度も話し合っていくうちに形ができてきて、そ

の結果、人に笑ってもらえるような作品ができ

たときには達成感を感じ、みんなで一から作り

上げることの楽しさを実感しました。 

３年生の６人で考えて作ったのですが、実際

に出るのは３人。それぞれの立場で考えること

も違い、気持ちがまとまらないこともありまし

た。でもそんなときに、勇気を出して壁を破り

ぶつかりました。だから最後はみんなで喜びを

分かち合うことできたと思います。 

人を楽しませる上で一番大切なのは『自分た

ちが楽しむこと』だと痛感しました。私は英語

力も演技力もすごくあるわけではないのですが、

自信を持って言えることは、ステージで思い切

り楽しめた！ということです。それが見る人の

心に届いて結果に結びつきました。 

最後に、スキットを通して本当にたくさんの

人の支えに気づきました。夏休みだというのに

私達３人だけでなく、先生やコミコースの生徒

も学校に来て一緒に練習してくれました。遠く

から演技指導に来てくださった先生方、応援し

てくれた生徒・先輩・友人、家族など、感謝の

気持ちでいっぱいになりました。 

スキットを通して、表現力や英語力だけでな

くこんなにたくさんのことに気づくことができ

て本当に良かったです。ありがとうございまし

た。 


